
研修内容（要旨は裏面）

会　場 日本女子大学教育文化振興　桜楓会桜楓２号館　4階ホール

 文京区目白台1－16－7　TEL. 03－3942－6090

時　間 午前10時～午後5時

定　員 100名

申込み 11月１日（木）
締切り

参加費
協会員・学会員

締め切り前の振込
18,000円
22,000円

締め切り後の振込
19,000円
23,000円

一日のみ参加の場合
各日　10,000円
各日　12,000円一　　　　　般

※学生、院生は会員と同額にします。

本研修会は、家族心理士・家族相談士の継続研修実績（3時間1P）の対象となります。

NPO法人日本家族カウンセリング協会
〒166-0011　東京都杉並区梅里2－40－16　ビラージュ白井7F

TEL. 03－3316－1955／FAX. 03－3316－1956
URL http://www.j-f-c-a.org

秋期研修会のご案内

大阪市立大学大学院生活科学研究科家族臨床学分野 教授 畠中　宗一 先生

1日目 平成24年11月10日（土）　AM10：00～PM5：00

もう一つの家族支援
̶̶  関係性を生きることとの関連で  ̶̶

2日目 平成24年11月11日（日）　AM10：00～PM5：00

ルーテル学院大学　総合人間学部 社会福祉学科　教授
同大学院研究科長　大学院付属包括的臨床死生学研究所所長 福山　和女  先生

ふくやま かずめ

家族の尊厳と家族支援
̶̶  家族の立体把握  ̶̶



JR山手線　目白駅下車
蘆新宿駅より外回り（池袋方面）約8分
蘆池袋駅より内回り（新宿方面）約3分

目白駅前よりバス
蘆新宿西口行　女子大前下車（5つ目）
蘆江戸川橋行　　　　〃
蘆椿山荘行　　　　　〃

目白駅前より徒歩 約20分

東京メトロ副都心線 雑司ヶ谷駅下車
蘆3番出口より 徒歩約8分

◆交通案内

3番出口

副都心線

会場案内図

振込先 郵便振替口座　　No.00130－8－352278
加入者名　　　　日本家族カウンセリング協会研修会

申込み方法 同封の振込用紙が申込書となります。必要事項を記入
のうえ参加費をお払い込ください。
指定の振込用紙がお手元にない場合は郵便局の振込用
紙にて、通信欄に　①参加日　②協会員/一般　③お弁
当予約　④職業（一般の方のみ）を明記して下記口座
までお振込みください。
＊ 参加費受領確認後、受講票をお送りいたしますので
　 当日お持ちください。

昼食について 希望者にはお弁当（一食800円　飲み物付）の予約を申
し受けます。振込用紙の記入欄にチェックし、
参加費と一緒にお振込みください。（会場への昼食の持
ち込み可。周辺に飲食店は少ないです。）

その他 定員オーバーで受講できない場合は、事務局よりご連絡
いたします。
定員に達しない場合には、当日の申し込みをお受けしま
すが、必ず事前に申し込み状況を事務局までお問い合わ
せください。

キャンセル料 11月1日までのキャンセルは全額返却します。
11月2日以降 前日までのキャンセルは半額返却しま
す。（どちらの場合も事務手数料として1000円を差引かせて頂きます）
前日までに連絡なく欠席の場合は返却いたしません。

今後の研修会のお知らせ
蘆大阪研修会　平成24年12月8日（土）・平成25年2月17日（日）蘆春期研修会　平成25年3月16日（土）・17日（日）

会場は空調の設備上、室温の微調整ができませんので、各自着衣で
調整をお願い致します。

プログラムの内容

平成24年11月10日（土）

家族支援の目的をクライエントの負担の軽減ではなく、家族がきちんと向き合えるような環境を整えるこ
とに設定すれば、関係性を生きることが重要な課題となる。関係性を生きるとは、他者を存在として受容
し自己の思いも伝えることができる。これが相互性のなかで展開される現象を言う。関係性を生きること
ができれば、それ自体が家族支援に繋がるということを明らかにしたい。

《プロフィール》大阪市立大学大学院生活科学研究科家族臨床学分野教授。学術博士。2012年4月より生活科学研究科長・生活科
学部長。専門は、家族臨床社会学・家族心理学・家族福祉学・対人関係論。学会活動：日本精神保健社会学会理事・副会長、日本
家族心理学会理事、日本社会病理学会理事、日本家族社会学会理事、日本社会福祉学会機関誌編集委員等。社会的活動：日本IPR研
究会運営委員・キャタリスト、関西カウンセリングセンター評議員等。
主要著書：単著『富裕化社会に、なぜ対人関係トレイニングが必要か＊』（ぎょうせい）『情緒的自立の社会学』『家族支援論：
なぜ家族は支援を必要とするか』『家族臨床の社会学』『子ども家族支援の社会学』（以上は、世界思想社）他多数。

もう一つの家族支援もう一つの家族支援 畠中 宗一 先生̶̶  関係性を生きることとの関連で  ̶̶
はたなか むねかず

平成24年11月11日（日）

現代の社会は、家族の尊厳を考える時期にはいったと言えると思います。人々は、家族が崩壊したと言い
ますが、現在の家族は、彼らが遭遇する問題や課題と彼らなりに取り組みながら生活を続けています。家
族支援においては、家族の個別化を行い、そしてその尊厳を保持し、彼らのストレングスを活用すること
により、彼らが形成してきた家族としての生きざまを認めることが、まさしく彼らの尊厳の保持につなが
ると考えます。

《プロフィール》同志社大学大学院文学研究科社会福祉修士課程修了、カリフォルニア州立大学バークレー校公衆衛生学修士課程
修了（MPH)、Catholic University of America 大学院博士課程修了、社会福祉学博士（DSW)、臨床心理士、
主要著書：『人の三次元立体把握＊』『協働＊』（FK研究グループ）他多数。

家族の尊厳と家族支援家族の尊厳と家族支援 福山 和女 先生̶̶  家族の立体把握  ̶̶
ふくやま かずめ

蘆プロフィール中の著書名に＊が付いたものを当日頒布いたします。




